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み
ん
な
の
図
書
館

　

皆
さ
ん
が
図
書
館
に
行
く
目
的
は
何
で
す

か
。
読
み
た
い
本
を
借
り
る
、
本
で
調
べ
も

の
を
す
る
、
静
か
な
場
所
で
本
を
読
む
、
本

か
ら
新
し
い
趣
味
を
探
す
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
知
識
や
情

報
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
言
葉
や
表
現
、
考

え
方
を
教
え
て
く
れ
る
本
。
本
館
と
五
つ
の

分
館
か
ら
成
る
市
立
図
書
館
は
、
本
の
大
切

さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
読
書
の
楽
し
さ
を
広

め
る
た
め
、
本
や
視
聴
覚
資
料
等
の
貸
出
し

を
は
じ
め
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、

学
習
支
援
、朗
読
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

合
計
約
三
十
七
万
冊
の
蔵
書
を
備
え
る
身
近

な
情
報
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

読
書
に
親
し
め
る　
　
　

　

環
境
づ
く
り

　

図
書
館
で
は
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

よ
り
多
く
の
方
が
読
書
に
親
し
め
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ど
の
館
で
も
本
の
貸
出
し
・
返
却
が
で
き

る
よ
う
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
て
の
館
に
整
備
す
る

と
と
も
に
、
図
書
館
に
な
か
な
か
足
を
運
べ

な
い
遠
方
の
方
も
本
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
、

月
一
回
、
市
内
の
五
十
三
か
所
へ
約
三
千
冊

の
本
を
積
ん
だ
自
動
車
文
庫「
や
ま
び
こ
号
」

を
運
行
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幅
広
い
年
代
の
方
か
ら

図
書
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
乳

【特集】― 鶴岡市立図書館 開館100周年 ―

図書館に行こう！

　大正４年、大宝館の一室で産声をあげた図書館。
11月10日に開館100周年を迎えます。
　今回の特集では、100年の歩みや現在の取り組み
を紹介するとともに、今年３月に策定した「鶴岡市
子ども読書活動推進計画」を取り上げます。
　　　　　　　◎問合せ　図書館本館☎25‐2525
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幼
児
向
け
の
館
内
お
は
な
し
会
や
、
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
図
書
館
見
学

や
中
学
生
・
高
校
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
入
れ
、
除
籍
本
の
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
蔵
書
の

検
索
・
本
の
予
約
が
で
き
る
よ
う
、
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
利
用
者

の
要
望
に
応
じ
た
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
収
集

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
情
報
化
社
会
が
進
み
、
暮
ら
し
の

中
で
情
報
が
持
つ
価
値
が
更
に
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
拠
点
で
あ
る

図
書
館
に
は
、
本
の
貸
出
し
を
行
う
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
た
生
涯
学
習

施
設
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
読
書
の
実
態

　

読
書
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心

を
育
む
こ
と
も
図
書
館
の
重
要
な
役
割
の
一

つ
で
す
。
本
市
で
は
、平
成
二
十
五
年
度
に
、

子
供
の
読
書
嗜し
こ
う好
や
読
書
量
、
市
立
・
学
校

図
書
館
の
利
用
実
態
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
家

庭
で
の
読
書
環
境
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
の
小
学
二
年
・
五
年
生
、
中
学
二
年
生
、

高
校
二
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
お
よ
び
未
就

学
児
の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
本
を

読
む
の
が
好
き
か
」
の
問
い
に
「
好
き
」「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
好
き
」
と
答
え
た
子
供
が

約
七
割
と
な
る
一
方
で
、「
市
立
図
書
館
に

行
く
か
」
の
問
い
に
「
ほ
と
ん
ど
行
か
な
い
」

鶴岡市立図書館100年の歩み

４年11月
14年10月

３年９月
20年８月

　　 
　　９月
26年11月

34年11月
  45年

49年５月

51年６月
60年７月

  
 ２年５月
３年２月
11年４月

17年10月

20年１月

21年３月

22年３月

27年３月

大
正

昭
和

平
成

リードンヨンデール

大宝館内に鶴岡町立図書館を設置
大宝館北側に建設した独立館舎へ図書館機能を移転（写真①）

館外貸出し制度を開始
戦局の悪化に伴い夜間開館を中止。蔵書約2,000冊を東田川
郡大泉村（旧朝日村）上田沢地区の民家10戸に分散疎開
終戦に伴い疎開した蔵書が戻される
全館使用することとなった大宝館内へ図書館機能を再び移転

（写真②）
第１回上野甚作賞の短歌を募集
県立図書館で使用していた「やまなみ号」の払下げを受け、
自動車文庫として運行を開始
自動車文庫としてマイクロバス型の新車を購入。車名を公募
し「やまびこ号」とする
大宝館北側に隣接して「鶴岡市郷土資料館」が開館
現在地（市内家中新町）に新館が完成し、創立70周年式典
を挙行。24日に開館（写真③）

日曜日開館とする
コンピューターで管理する図書館システムを開始
郷土資料館の機能を図書館２階に移転し「郷土資料室」とす
る。これによって、大宝館北側の同資料館を休館
本市の合併に伴い、新たに鶴岡市立図書館（本館と５分館）
が発足

「郷土資料館」の建物を解体し、図書館２階の「郷土資料室」
を「郷土資料館」とする。これによって、本館は「鶴岡市立
図書館」と「鶴岡市郷土資料館」の併設となる
新「やまびこ号」の運行を開始（写真④）。絵本作家・土田
義晴氏の図書館イメージキャラクターの原画をラッピング
同キャラクターの名称を公募し、ライオンを「ヨンデール」、
オオカミを「リードン」と命名

「鶴岡市子ども読書活動推進計画」を策定

①

②

③

④
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「
全
く
行
か
な
い
」
と
答
え
た
子
供
が
、
中

学
二
年
生
と
高
校
二
年
生
で
と
も
に
約
九
割

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
家
で
ど
の
く
ら

い
本
を
読
む
か
」
の
問
い
に
「
全
く
読
ま
な

い
」
と
答
え
た
子
供
の
割
合
は
、
中
学
二
年

生
で
約
二
割
、
高
校
二
年
生
で
は
約
三
割
に

達
し
ま
し
た
。
図
書
館
が
余
り
利
用
さ
れ
て

い
な
い
現
状
や
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

勉
強
や
部
活
動
な
ど
で
読
書
時
間
が
少
な
く

な
る
実
態
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動

　

推
進
計
画

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
市
で

は
、
今
年
三
月
に
「
鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
子
供
の
読
書
環
境
を
豊
か
に
す
る

た
め
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
が
果
た
す

役
割
や
読
書
活
動
に
関
す
る
数
値
目
標
等
を

定
め
ま
し
た
。
次
の
三
つ
を
基
本
的
方
針
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◇
社
会
全
体
の
連
携
・
協
力
…
子
供
が
読
書

に
親
し
め
る
よ
う
、
家
庭
、
保
育
園
・
幼
稚

園
、
学
校
、
地
域
等
が
連
携
・
協
力
し
て
子

供
の
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す

◇
子
供
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提
供
と
環

境
の
整
備
・
充
実
…
子
供
が
読
書
の
楽
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
読
書
に
親
し
む
機
会

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
自
然
に
読
書
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
、
本
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
図
書
、
施
設
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

材
の
充
実
等
、
読
書
環
境
の
整
備
・
充
実
を

図
り
ま
す

◇
子
供
の
読
書
活
動
に
対
す
る
普
及
・
啓
発

鶴岡市子ども読書活動推進計画

■基本的方針

◇社会全体の連携・協力
◇子供が読書に親しむ機会の提供と環
　境の整備・充実
◇子供の読書活動に対する普及・啓発

■計画の対象と期間

◇対象…おおむね18歳までの子供
◇期間…平成27年度～31年度

■計画策定の趣旨

読書が育む力に対する意識を共有し、
全ての子供が、いつでもどこでも読書
に親しめるような環境を整える

■計画の数値目標
目標項目 現状（平成25年度） 目標（平成31年度）
市立図書館の児童図書蔵
書冊数（15歳以下の子
供一人当たり）

4.3冊 ７冊以上

市立図書館の児童図書年
間貸出し冊数（15歳以
下の子供一人当たり）

9.1冊 14冊以上

市立図書館の「学校協力
貸出」の年間貸出し冊数 4,991冊 7,000冊

朝読書、読み聞かせ等全
校一斉の読書活動を実施
している学校の割合

▷小学校…100％
▷中学校…100％
▷高　校…77.8％

▷小学校…100％
▷中学校…100％
▷高　校…100％

家で全く本を読まない児
童・生徒の割合

▷小学２年・５年生の
　平均…5.3％
▷中学２年生…19.9％
▷高校２年生…29.7％

▷小学２年・５年生の
　平均…０％
▷中学２年生…０％
▷高校２年生…０％

保育園、幼稚園と地域とのつながり
◎おはなしボランティアの養成・派遣
◎図書コーナーの充実
◎自動車文庫や団体貸出しの充実

■主な取り組み

図書サービス等の充実と
関係機関との連携

暮らしにとけこんだ
読書習慣づくり

地域

家庭 家庭と保育園、幼稚園とのつながり
◎絵本の読み聞かせ
◎絵本コーナーの設置
◎絵本だよりの発行

小・中学校、高校と地域とのつながり
◎団体貸出しの活用促進に向けた支援
◎学校図書館支援業務員の派遣
◎各種コンクールの実施

学校図書館の環境整備・利活
用促進、家庭・地域との連携

発達段階に応じた読み聞かせの
活動、絵本にふれる機会の増大

幼
稚
園

保
育
園

家庭と小・中学校、高校とのつながり
◎親子読書の推進
◎家庭への広報活動の推進
◎保護者ボランティアとの連携

保育園、幼稚園と小・中学校、高校とのつながり
◎絵本の読み聞かせ
◎読書週間での交流

鶴岡市子ども読書
活動推進計画

小
・
中
学
校

高
校

地域と家庭とのつながり
◎ブックスタート事業の実施
◎館内おはなし会の実施

情報共有

情報共有

情
報
共
有

情
報
共
有
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◆企画展示「松森胤保展」
□期間　11月15日○日 まで

◆歴史講演会「庄内藩江戸屋敷の世界」
□日時　11月15日○日 午後１時30分
□講師　岩淵令治氏（学習院女子大学教授）
　　　　金行信輔氏（都市史研究家）

◆佐藤茉莉子　絵本原画展
□期間　来年３月から

◆つちだよしはる絵本原画展＆ワークショップ

◇絵本原画展
□期間　11月20日○金 ～12月27日○日
◇つちだよしはる氏ワークショップ
□日時　①11月21日○土 午前10時、午後１時30分
　　　　②12月19日○土 午前10時
□対象　小学生以下各回先着25人
□内容　①バッグ作り　②リース作り
□費用　300円
□申込み　11月１日○日 から同館へ

◎会場の記載がないも
のは図書館本館が会場
◎各事業の詳細は、図
書館本館☎25‐2525
にお問い合わせくださ
い。図書館HP等でも随
時お知らせします

～図書館開館100周年記念事業～
〈これからの予定〉

図書館本館・分館の利用案内
図書館 住所（市内）・連絡先 利用時間

本館 家中新町14‐７
☎25‐2525

午前９時30分～午後７時（12月～２月は午後６
時まで。土曜・日曜日、祝日は午後５時まで）

藤島分館
（東田川文化記念館内）

藤島字山ノ前99
☎64‐2537 午前９時～午後５時

羽黒分館
（羽黒コミュニティセンター内）

羽黒町荒川字谷地堰28
☎62‐4627

午前９時～午後６時（土曜・日曜日、祝日は午
後５時まで）

櫛引分館
（櫛引情報センター内）

上山添字文栄60
☎57‐5681

午前９時～午後６時（土曜・日曜日、祝日は午
後５時まで）

朝日分館
（朝日中央コミュニティセンター内）

下名川字落合220
☎53‐2111

午前９時～午後７時（土曜・日曜日、祝日は午
後５時まで）

温海分館
（温海ふれあいセンター内）

温海戊577‐1
☎43‐4411 午前９時～午後５時

※休館日…年末年始。本館、藤島・櫛引・朝日分館は月曜日（祝日のときは火曜日〈藤島分館を除く〉）。

…
大
人
自
身
が
読
書
活
動
に
理
解
と
関
心
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

と
と
も
に
、
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
に
向

け
た
社
会
的
な
機
運
が
高
ま
る
よ
う
、
理
解

啓
発
・
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す

　

乳
幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
、
学
校
で
の

集
団
読
書
な
ど
の
体
験
は
、
子
供
の
読
書
習

慣
の
形
成
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
供
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
読

書
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
図

書
館
で
は
特
に
中
学
生
や
高
校
生
向
け
の
図

書
資
料
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
来
館
を
促
し

た
り
、
同
計
画
推
進
の
た
め
に
関
係
機
関
や

団
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
情
報
を
共
有
し
た

り
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
の

拠
点
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
図
書
館
を

　

目
指
し
て
　

　

開
館
百
周
年
を
迎
え
た
図
書
館
。
今
ま
で

も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
来
館
者
一
人
ひ
と

り
が
本
と
の
豊
か
な
出
会
い
を
経
験
で
き
る

よ
う
、
図
書
館
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
開
館
百
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
記
念
式
典
・
講
演
会
を
行
っ

た
ほ
か
、
企
画
展
示
や
文
学
イ
ベ
ン
ト
、
絵

本
作
家
の
原
画
展
や
子
供
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座

な
ど
の
多
彩
な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
役
立
つ
情
報
や
お

気
に
入
り
の
一
冊
が
見
付
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

□期間　来年１月～３月

　 鶴岡市合併・市制施行10周年記念事業 
　企画展示「『新編庄内史年表』発刊記念展」◆

□日時　来年３月19日○土 午後２時30分、20日○日 午前10時
□講師　張替恵子氏（東京子ども図書館理事長）

　 「鶴岡市子ども読書活動推進計画」策定記念 
　読み聞かせボランティア養成講座◆

□日時　11月11日○水 午後６時30分
□会場　中央公民館
□講師　佐藤賢一氏（作家）
　　　　池上冬樹氏（文芸評論家）

◆　 文学イベント 
　佐藤賢一氏・池上冬樹氏トークショー



6

ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

温海 第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～１年前プレイベント in 鼠ヶ関

＜鼠ケ関港＞

来年９月11日に山形県では初開催となる同大
会の機運醸成を目的に、リハーサルを兼ねて実
施されたプレイベント。市の魚「クロダイ」の

９. 19
お披露目や温海小児童による森・川・海づくり
活動の発表が行われたほか、漁船パレードや稚
魚放流も行われ大いに盛り上がりました。

鶴岡 鶴岡市文化会館改築工事現場見学会

＜文化会館工事現場＞

工事の内容や進捗状況を知ってもらおうと初め
て開催された見学会に約60人が参加しました。
工事概要の説明を受けた後、現場へ移動。参加

10. 12
者は「完成が待ち遠しい」「また機会があったら
参加したい」と話しながら、ふだん見られない
大規模な地下工事を熱心に見学しました。
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櫛引 横浜市立青木小農業体験

６年生99人が修学旅行で来訪。稲刈り班、
果樹集出荷班、かぶ収穫班に分かれ、農家
の指導の下、農作業で汗を流しました。

９. 28

＜宝谷地区ほか＞

櫛引 市交通安全推進協議会櫛引支部  なしなしなし作戦キャンペーン

地元産の和梨を配りながら、運転手に「交
通事故は『なし』、飲酒運転は『なし』、犯
罪は『なし』」を呼び掛けました。

９. 28

＜産直あぐり＞

羽黒 「奥の細道」羽黒山全国俳句大会

昭和34年から続く同大会。「葛の花」と
「鶺鴒（せきれい）」を席題に、趣向を凝
らした114句の作品が投句されました。

９. 26
   ・27 

＜いでは文化記念館＞

鶴岡 鶴岡市市制施行10周年記念式典

新市誕生10周年の節目の日。市の発展を
支えてきた功労者を表彰するとともに、
今後の更なる飛躍を誓いました。

10.１

＜グランドエル・サン＞

羽黒 羽黒山石段マラソン全国大会

県内外から262人のランナーが参加。秋
の羽黒路を楽しみながら、2,446段の石
段を力強い足取りで駆け抜けました。

10. 18

＜羽黒山大鳥居、手向地区宿坊街、羽黒山＞

藤島 長沼温泉ぽっぽの湯入浴者400万人達成

400万人目は新庄市の小沼敏子さんご一
家。記念セレモニーが行われ、認定証と
記念品が贈呈されました。

９. 20

＜長沼温泉ぽっぽの湯＞
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10月５日 マイナンバー制度スタート 

「個人番号カード」の受付が始まりました
マイナンバー（社会保障・税番号）制度

■問制度について…本所情報企画課☎内線637　通知カード・個人番号カードについて…本所市民課☎内線116

◆個人番号カードとは
　マイナンバー（個人番号）・本人確認ができるカー
ドです。ＩＣチップに電子証明書を内蔵することがで
きます（成年被後見人及び15歳未満の方を除く）。
※来年１月以降、個人番号が必要な社会保障・税関係の
　手続き等の際は、必ず個人番号・本人確認を行います。
◆こんなことに利用できます
▷本人確認が必要な場面で、公的な身分証明書として
　利用できます
▷e-Taxでの確定申告等、各種行政手続きのオンライ
　ン申請等に利用できます（電子証明書を利用）

個人番号カードの有効期間は、発行日から10回目の誕生日（20歳未満の方は５回目の誕生日）までです。ただし、
電子証明書の有効期間は、発行日から５回目の誕生日までです。

【個人番号カード イメージ】　

記載項目‐表面‐
▷氏名・住所・生年月
　日・性別
▷顔写真

記載項目‐裏面‐
▷個人番号（ＱＲコー
　ドにも記録）
▷氏名・生年月日
▷ＩＣチップ

◆個人番号カードの交付には申請が必要です
　送付された「通知カード」（10月中旬以降、
世帯全員分を簡易書留で世帯主宛送付。居所情
報登録を申請した方には、申請した居所に送付）
の下部分が、個人番号カードの交付申請書です。
記載内容が正しいか確認し、誤りや変更がある
場合は、事前に本所市民課へご連絡ください。
◆申請方法
　交付申請書に必要事項を記入・押印し、指定
の大きさの顔写真を貼付の上、返信用封筒（通
知カードに同封）に入れてお送りください（市
役所での受付はできません）。郵送のほかに、
スマートフォンやパソコン等を使って、インタ
ーネットから申請することもできます。
　申請方法について詳しくは、通知カードに同
封のパンフレットをご覧ください。
※個人番号カードの交付申請は任意です。
※交付手数料は初回に限り無料です（紛失等で
　再交付する場合は有料）。

▷通知カードは、個人番号を確認する際に利用・提示するこ
　とができます（身分証明書としての利用は不可）。
▷個人番号カードの交付を受ける場合は、個人番号カード交
　付時に、住民基本台帳カード（お持ちの方）と通知カード
　を返却してください（同時の所有は不可）。

【通知カード・個人番号カード交付申請書】　

表面 裏面 通知カード
丁寧に切り取り、
大切に保管して
ください

個人番号カード
交付申請書
▷必要事項を記
　入・押印
▷写真を貼付

個人番号カードが
交付されるまで保
管してください

広報１月号で個人番号カードの受取り方法や個
人番号の利用方法についてお知らせします。

健
康
・
福
祉
・
年
金
・
医
療

「
８
０
２
０
運
動
良
い
歯
の

長
寿
賞
」
受
賞
者
発
表

　

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

保
と
う
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」。
今
年

度
は
１
５
０
人
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

■
受
賞
者
（
敬
称
略
。
同
意
者
の
み
記
載
）

秋
山
は
る
ゐ
、
阿
宗
隆
、
安
達
健
一
、
安
達

好
男
、
阿
部
幸
一
、
阿
部
佐
幸
、
阿
部
晴
一
、

五
十
嵐
榮
一
、
五
十
嵐
喜
惠
、
五
十
嵐
啓
子
、

五
十
嵐
繁
美
、
五
十
嵐
毅
、
五
十
嵐
成
治
、

石
川
秋
雄
、
石
川
節
子
、
石
川
美
惠
子
、
伊

田
勝
彌
、
板
垣
一
、
伊
藤
淳
、
伊
藤
昭
治
、

伊
藤
昭
八
、
伊
藤
志
郎
、
伊
藤
昌
夫
、
伊
藤

祐
司
、
井
上
し
げ
み
、
梅
木
初
子
、
榎
本
耕

作
、
榎
本
豊
治
、
榎
本
順
子
、
遠
藤
壽
美
子
、

大
江
弘
子
、
太
田
ワ
カ
ヰ
、
大
滝
豊
美
、
大

平
祝
子
、
尾
形
弘
一
、
岡
本
美
至
子
、
小
田

や
よ
い
、
粕
谷
暢
子
、
川
原
正
、
上
林
清
一
、

上
林
千
代
、
上
林
ふ
さ
子
、
木
村
光
男
、
工

藤
利
夫
、
栗
原
愛
子
、
黒
井
等
、
剱
持
良
治
、

小
池
了
、
小
林
八
重
子
、
齋
藤
好
次
、
齋
藤

誠
、齋
藤
芳
子
、齋
藤
與
茂
藏
、齋
藤
わ
き
子
、

坂
井
司
朗
、佐
藤
功
、佐
藤
清
美
、佐
藤
五
郎
、

佐
藤
貞
美
、
佐
藤
順
子
、
佐
藤
清
吉
、
佐
藤

貞
悦
、
佐
藤
正
子
、
佐
藤
三
男
、
佐
藤
弥
生
、

佐
藤
與
治
、
佐
藤
良
雄
、
志
田
昭
二
、
志
藤

喜
榮
子
、
澁
谷
和
秀
、
白
崎
徳
美
、
白
幡
甚

一
、
菅
原
勘
二
、
菅
原
き
く
女
、
菅
原
賢
治
、

菅
原
繁
雄
、
菅
原
み
や
ゑ
、
鈴
木
喜
美
子
、

鈴
木
ス
ン
、
須
藤
滋
、
砂
田
次
郎
、
竹
田
浩

洋
、東
海
林
初
惠
、富
樫
繁
井
、富
樫
し
乃
ぶ
、

富
樫
新
三
、富
樫
勝
、冨
樫
れ
つ
、長
澤
幸
子
、

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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加入・脱退の手続きは忘れずにしましょう 

知っておきたい国民年金のこと
国民年金

■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎内線113または各地域庁舎市民福祉課へ

◆こんなときは届出が必要です　　　　　　　　　　　　 市役所での届出の際は、年金手帳をお持ちください
被保険者区分 変更理由 届出先
第１号被保険者…自営業者、農
業・漁業従事者、学生、無職の方等

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者…会社員、公務
員等（厚生年金や共済年金加入者）

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者…第２号被保険
者の扶養となっている配偶者

▷配偶者が退職したとき　▷配偶者の扶養から外れたと
き　▷離婚したとき　▷配偶者が65歳になったとき 市役所

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

◆国民年金とは
　加入者の老後の生活や、障害を
負ったときなど、もしものときに
備え、生活の安定が損なわれるこ
とのないように、生活の維持・向
上のため、国の負担と納めた保険
料によって、国民全体でお互いを
支え合う国の年金制度です
◆加入対象者
　日本国内に住所のある20歳以
上60歳未満の全ての方
◆加入種別（下表参照）
　第１～３号被保険者に区分
◆20歳になったら加入手続きを
　20歳になる方で第２号被保険

者以外の方に、日本年金機構から
加入手続き案内が送付されます
◆保険料
　月額１万5,590円
◆保険料の納付方法
　第１号被保険者には、日本年金
機構から納付書が送付されます

（金融機関やコンビニエンススト
アで納付できます。市役所、年金
事務所では納付できません）
◆納め忘れがなく便利な納付方法
◇口座振替
◇クレジットカード
◆前納制度（半年・１年・２年単位）
◇現金で１年分…3,410円割引

◇口座振替で
　▷１年分…3,920円割引
　▷２年分…１万5,360円割引
　▷当月保険料を当月末に引き落
　　とし（早割制度）…月額50円
　　（年額600円）割引
※前納制度には申込み期限があり
　ます。事前にお問い合わせくだ
　さい。
◆後納制度
　過去５年間に納め忘れた保険料
がある場合、遡って納付できます
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制
度もあります

◆老齢基礎年金
　保険料を納めた期間等の受給資
格期間が25年（300月）以上ある
方が、原則として65歳から受け
取る年金
◆障害基礎年金
　病気やけがで体に障害が残った
場合、一定の支給要件を満たして
いる方が受け取る年金

◆遺族基礎年金
　国民年金の被保険者が亡くなっ
たとき、その方によって生計を維
持されていた「子のある配偶者」ま
たは「子」で、一定の支給要件を満
たしている方が受け取る年金
◆その他の国民年金独自給付
　寡婦年金、死亡一時金、短期在
留外国人の脱退一時金があります

◆平日相談　月曜～金曜日午
　前８時30分～午後５時15
　分（月曜日は午後７時まで）
◆休日相談　毎月第２土曜日
　午前９時30分～午後４時
　（要予約）
◆持ち物　年金手帳、本人以
　外の場合は委任状と代理人
　の身分証明書

国民年金にはこんな給付があります 鶴岡年金事務所年金相談

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

成
澤
和
雄
、
難
波
金
三
郎
、
難
波
三
雄
、
布

川
甚
吉
、
橋
本
夏
代
、
弭
間
き
く
、
羽
角
嚴
、

長
谷
川
亥
代
惠
、
長
谷
川
重
美
、
長
谷
川
浩

見
、
長
谷
川
正
三
、
長
谷
川
幸
雄
、
早
坂
芳
、

早
坂
才
子
、
林
優
子
、
原
田
郁
、
本
間
義
一

郎
、
本
間
善
治
、
本
間
ミ
ヤ
子
、
本
間
良
子
、

桝
本
キ
ヨ
子
、
松
浦
昭
午
、
松
田
徳
彌
、
丸

山
春
子
、
丸
山
都
、
三
浦
庸
子
、
水
口
惠
子
、

村
岡
美
年
子
、
村
山
隆
敏
、
山
沢
光
子
、
余

語
と
め
ゐ
、
吉
田
孝
市
、
吉
宮
市
知
子
、
若

木
み
と
り
、
渡
部
清
一

■問
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会
☎
28
‐
３
５
６
５

ま
た
は
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３

６
５
へ困

り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
田
澤
妙
子

（
大
部
町
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は　

今
年

中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

（
過
去
の
国
民
年
金
保
険
料
や
同
一
生
計
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
）。
領
収
証
書
や
日
本
年
金
機
構
本

部
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
（
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て　

11
月
上
旬
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

今
年
の（
９
月
30
日
ま
で
）納
付
額
が
記
載
さ
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税

◆都市計画税
　都市計画法で指定された市街化区域と、市税条例
で定められた区域の土地と家屋に課税され、固定資
産税と一緒に徴収されます。街路や公園の整備等の
都市計画事業や土地区画整理事業に使われています。

■問課税課資産税管理係 ◆国民健康保険税
　国民健康保険事業に使われる税金です。医療費の
給付等に充てられる医療保険分、後期高齢者医療制
度を支える後期高齢者支援金等分、介護サービスに
充てられる介護保険分で構成されています。

■問課税課諸税係

１月１日現在の土地、家屋、償却資産（事業に使う機械、器具、備品等）の所有者に課税されます

◆納付方法 ■問納税課収納管理係

◇口座振替
　預金口座から、納期ごと自動的に振替納
付する方法です。希望する方は納付書と通
帳、通帳印をお持ちの上、金融機関窓口で
お申し込みください。忙しくて納付に行く
時間がない方や納め忘れが心配な方には、
口座振替をお勧めします。
◇窓口での納付
　金融機関（東北地方のゆうちょ銀行〈郵
便局〉を含む）や本所納税課、各地域庁舎
市民福祉課の窓口で納付する方法です。納
付の際は納付書を忘れずにお持ちください。

◇ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号（通知書番号）・
税目・納期・金額を記入の上、郵便局から払い込みください（全
国の郵便局で払込み可）。払込用紙は本所納税課にあります。
　なお、郵便局の自動払込み（口座振替）は全国どこでも申し込
むことができます。
※東北地方の郵便局では、納付書での納付もできます（東北地方
　以外の郵便局では不可）。
◇年金からの差引き（年金特徴）
　個人市民税と国民健康保険税については、その年の４月１日に
65歳以上で年金受給額が年額18万円以上の方は、条件によって
年金から差し引かれる場合があります。

◆分割納付

　失業や病気等で収入が減り
生活に困っている方、災害に
遭った方等が、状況に応じて
税金を分割して納付できる制
度があります。制度の適用に
ついては要件がありますので、
ご相談ください。

■問納税課納税係
◆延滞金と滞納処分 ■問納税課納税係

　納付期限までに納められなかった
場合、税金に延滞金が加算されます。
　延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年2.8％

（ただし平成25年12月31日以前は
特例措置あり）、それ以後が年9.1
％の割合で、納付日までの日数に応
じて計算されます。延滞金の割合は、

25年３月の税制改正によって、26
年１月１日以降の期間についての割
合が引き下げられています。
　また、督促状を発した日から10
日を経過しても完納されない場合、
不動産や動産（家財等）、預貯金等
の財産の差押えや公売を行うことが
あります。

地方税の電子申告、電子申請・届出には、eLTAX（エルタックス）が便利です。 詳しくは
eLTAXホームページをご覧ください。
▷個人市民税…各支払報告書、特別徴収に係る関係書類　▷固定資産税…償却資産申告
▷法人市民税…各種申告書、異動届出書等

事業主・ 
法人の方へ

れ
て
い
ま
す
。
控
除
証
明
書
に
未
納
と
表
示

さ
れ
た
も
の
を
12
月
末
ま
で
に
納
付
し
た
場

合
は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
等

の
と
き
は
控
除
証
明
書
の
ほ
か
に
、
10
月
１

日
以
降
に
納
付
し
た
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
１
日
以
降
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
の

控
除
証
明
書
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
予

定
で
す
。
な
お
、
控
除
証
明
書
は
、
口
座
振

替
か
窓
口
納
付
か
を
問
わ
ず
お
送
り
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０

５
８
‐
５
５
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
☎

03
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４
〈
来
年
３
月
15

日
○火
ま
で
〉）
ま
た
は
本
所
国
保
年
金
課
☎

内
線
１
１
３
へ

子
育
て
・
教
育

「
も
し
か
し
て
」あ
な
た
が
救
う
小
さ
な
手 

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
・
相
談
が
、
子
供
を

守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を

支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
虐
待
の
通
告
（
連
絡
先
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
４
１
５　

▽
庄
内
児
童
相
談
所

☎
22
‐
０
７
９
０　

▽
児
童
相
談
所
全
国
共

通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

６
月
上
旬
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
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市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
　　　　　　　　　　
入湯税
都市計画税
国民健康保険税

市税

普通税　　　　　

目的税

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充実、
道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、皆さん
の「健康で豊かな生活」を実現するための、身近な行政
サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右図のように税目ごとに使い道が特定され
ている目的税と、特定されていない普通税があります。

◆市税のあらまし

◆市民税 個人に課税される個人市民税と、会社等の法人に課税される法人市民税があります

◇法人市民税　　　　　　　　　　　■問課税課諸税係
　法人市民税には、法人均等割と法人税割があります。
▷法人均等割…資本金等の金額と従業員数に応じて課
　税。年額５万円～300万円
▷法人税割…課税標準となる法人税額の12.1％
◎法人均等割・法人税割ともに課税される法人…市内
　に事務所や事業所等を設けている法人、または人格
　のない社団等で収益事業を営むもの
◎法人均等割のみ課税される法人…市内に事務所や事
　業所等はないが寮等がある法人等

◇個人市民税　　　　　　　　■問課税課市民税第一係　　　　
　１月１日現在、市内に住所のある方で前年に所得が
あった方と、住所はなくても市内に事務所等を構えて

いる方に、県民税と合わせて課税
されます。
　税額は、前年の所得額に応じて
課税される所得割と、平等に負担
してもらう均等割（市民税3,500
円・県民税2,500円）の合計額で
す。

◆固定資産税 １月１日現在の土地、家屋、償却資産（事業に使う機械、器具、備品等）の所有者に課税されます

◇土地と家屋　　　　■問課税課土地評価・家屋評価係
　土地と家屋については、基準年度（３年ごと）に評
価替えを行う制度がとられています（今年度は基準年
度にあたり、評価替えを実施）。基準年度の評価額は
原則として３年間据え置かれますが、地価の下落が認
められる場合は、基準年度以外の年度でも評価額を見
直します。また、基準年度後に家屋の新築や増築、土
地の用途変更等があった場合は、新たに評価を行って
評価額を決定します。
　なお、土地については、前年に比べ税額が急激に増
えないよう負担調整を行っています。そのため、評価
額より現在の課税標準額が著しく低い場合は、地価が
下がっても税額が増える場合があります。

◇償却資産　　　　　　　　　■問課税課資産税管理係
　固定資産税の償却資産は、土地及び家屋以外の事業
用資産のうち、所得税及び法人税を計算するための会
計方法で、減価償却の対象とされる資産です。ただし、
自動車税や軽自動車税の課税対象となるものや、自己
所有家屋の改装等に伴う建築設備等の更新等は対象外
です。
　評価額は、資産の取得価額を基にその資産の経過年
数に応じた減価計算を毎年行い決定します。償却資産
の所有者は、所得税等の申告とは別に、毎年１月１日
の状況を市長に申告することとなっています。

金
の
申
請
書
を
支
給
対
象
者
へ
送
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
期
限
は
11
月
30
日
○月
で
す
。
ま

だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
公
務
員
の
方
は
、
職
場
か

ら
配
付
さ
れ
た
申
請
書
を
５
月
31
日
現
在
で

住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
間
は
各
自
治
体
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
福
祉
・
子
育
て
給
付
金
事
務
室
☎
25

‐
２
２
９
０

児
童
に
関
す
る 

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

▼
児
童
手
当　

■対
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額　

▽
０

歳
～
２
歳
…
１
万
５
、
０
０
０
円　

▽
３
歳

～
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・
２
子
）
…
１

万
円　

▽
同
（
第
３
子
以
降
）
…
１
万
５
、

０
０
０
円　

▽
中
学
生
…
１
万
円　

▽
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
…
５
、
０
０
０
円　

■
支
給
日　

６
月
・
10
月
・
２
月
の
15
日

■
支
給
期
間　

児
童
が
15
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で

▼
児
童
扶
養
手
当　

■対
離
婚
等
で
ひ
と
り
親

に
な
っ
た
場
合
や
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
に
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額
（
受
給
者
の
所

得
で
異
な
り
ま
す
）　

▽
１
人
目
…
４
万
２
、

０
０
０
円
～
９
、
９
１
０
円　

▽
２
人
目
…

５
、
０
０
０
円　

▽
３
人
目
…
３
、
０
０
０

円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
12
月
の
11

日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
18
歳
に
達
し
た

年
度
末
ま
で
（
障
害
児
は
20
歳
未
満
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

■対
精
神
や
身
体
に

重
度
～
中
度
の
障
害
を
持
っ
た
児
童
を
在
宅

で
養
育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
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一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
）　

■
支
給
月
額　

▽
１
級
障
害
…
５
万

１
、
１
０
０
円　

▽
２
級
障
害
…
３
万
４
、

０
３
０
円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
11

月
の
11
日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
未

満
に
限
る

▼
共
通　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１

５
１

税
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

年
金
保
険
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
寡
婦
（
夫
）
控

除
、
障
害
者
控
除
等
に
つ
い
て
記
入
し
期
限

内
に
提
出
す
る
と
、
そ
の
内
容
が
平
成
28
年

分
の
所
得
税
と
29
年
度
の
市
・
県
民
税
に
反

映
さ
れ
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て

も
、
該
当
す
る
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
の
控
除
を
受
け
る
場
合
や
、
扶

養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
確
定
申
告
ま
た
は
市
・
県
民
税
申
告
が

必
要
で
す
（
市
・
県
民
税
の
申
告
書
用
紙
が

必
要
な
方
は
本
所
課
税
課
へ
）。

■問
同
課
☎
内
線
２
０
１

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市･

県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市

･

県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
各
従
業
員
の
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
毎

月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し

て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る
事

業
主
に
は
、
従
業
員
の
市･

県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
は
金
融

機
関
へ
出
向
い
て
納
付
す
る
手
間
を
省
く
こ

と
が
で
き
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で

す
が
、
特
別
徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、

従
業
員
の
１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
市
へ
の
申
請
と
市
長
の
承

認
に
よ
っ
て
、
納
期
を
年
２
回
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産 

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

■日
11
月
25
日
○水　

■時
受
付
…
午
前
８
時
50
分　

入
札
…
９
時
30
分　

■場
市
役
所
本
所
６
階
大

会
議
室　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１

■他
市
HP

市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
反
物
・
小
物
等 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
お
知
ら
せ

■
公
売
方
法　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
競
り
売

り　

■
参
加
申
込
み　

11
月
５
日
○木
午
後
１

時
～
19
日
○木
午
後
11
時　

■
公
売
日
時　

11

月
27
日
○金
午
後
１
時
～
29
日
○日
午
後
11
時

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
８　

■他
市
HP

生
活
・
そ
の
他

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

２

温海
柳
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

来
年
１
月
中
旬
以
降　

■申
11

月
２
日
○月
～
20
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線

４
８
３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝

日
・
温
海
庁
舎
）
へ　

■他
入
居
資
格
要
件
あ

り
。
一
部
の
住
戸
は
世
帯
状
況
に
応
じ
た
優

先
選
考

「
公
社
タ
ウ
ン
高
専
前
」　　
　

宅
地
分
譲
募
集

■
募
集
区
画　

１
区
画
（
約
80
坪
。
４
５
８

万
２
、
０
０
０
円
。
店
舗
付
住
宅
可
）　

■申

山
形
県
住
宅
供
給
公
社
・
嶋
案
内
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
３
０
３
‐
９
７
８
ま
た
は

本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
３
へ　

■他
先
着

順
。
分
譲
紹
介
制
度
（
紹
介
者
に
10
万
円
進

呈
）、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
助

成
金
（
上
限
50
万
円
）
あ
り

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ 

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没
者
等
の
尊

い
犠
牲
に
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

国
か
ら
特
別
弔
慰
金
（
額
面
25
万
円
・
5
年

償
還
の
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■対
戦
没
者
の
妻
、
子
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
そ

の
他
の
３
親
等
内
親
族
等
の
う
ち
、
必
要
な

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方　

■
請
求
期
間

平
成
30
年
４
月
２
日
○月
ま
で　

■問
本
所
福
祉

課
☎
内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支
部
（
現
「
山

形
県
下
水
道
協
会
」）
に
登
録
し
、
登
録
の

有
効
期
限
が
来
年
１
月
31
日
○日
と
な
っ
て
い

る
責
任
技
術
者
は
登
録
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
２
日
○月
～
30
日
○月
に
上

下
水
道
部
下
水
道
課
☎
内
線
４
５
２
へ

荘
内
看
護
専
門
学
校 

看
護
学
生
募
集

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
20
人

■
修
業
年
数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受

付　

来
年
１
月
４
日
○月
～
14
日
○木
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
当
日
必
着
）　

■
試
験
日
時
・

科
目　

１
次
試
験
…
１
月
22
日
○金
午
前
９
時

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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（
国
語
〈
古
典
を
除
く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・

Ⅱ
）　

２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

…
23
日
○土
午
前
９
時
（
面
接
、
小
論
文
）

■
試
験
会
場
・
■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は 

期
間
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
「
鶴
岡
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
の
利
用
期
間
は
11

月
30
日
○月
ま
で
で
す
（
12
月
１
日
○火
以
降
の

利
用
不
可
）。
未
使
用
の
商
品
券
を
お
持
ち

の
方
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
店

（
10
月
15
日
現
在
６
２
４
店
舗
。

鶴
岡
商
工
会
議
所
HP
に
掲
載
）

で
期
間
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
）。

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
３

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」 

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○月
か
ら
15
日
○日
ま
で
の
１
週
間
、

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
等
を
重
点
目
標
と
し

た
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
家
庭
で
も
暖
房
器
具
な
ど

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持

ち
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
街
に 

責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

近
年
は
、
犬
や
猫
等
の
ペ
ッ
ト
も
家
族
同

様
に
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
飼
い

方
を
誤
れ
ば
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
っ
た
り
、
本
来
愛

さ
れ
る
べ
き
ペ
ッ
ト
を
不
幸
に

し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ペ

ッ
ト
を
飼
う
た
め
に
は
、
そ
の

ペ
ッ
ト
の
命
を
預
か
る
責
任
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
等
の

責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
、
野
良
猫
も
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
猫
は
、
年
に
２
・
３
回

出
産
し
ま
す
。
生
ま
れ
て
く
る
子
猫
を
全
部
、

終
生
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
新
し

い
飼
い
主
を
探
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
分
か

っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
不
妊
、
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な

い
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と
も
愛
情
で
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

市
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
、

子
供
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。
１
、
１
４
５
点
の
応
募
の
中
か
ら

次
の
11
人
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

「
ス
マ
ホ
よ
り 

人
と
の
つ
な
が
り 

大
切
に
」

　
　
　
　
　
　

金
内
彩
夏
さ
ん（
鶴
岡
一
中
）

▼
優
秀
賞

「
考
え
て 

家
族
友
達 

先
の
こ
と
」

　
　
　
　
　
　

冨
樫
芳
暉
さ
ん（
鶴
岡
二
中
）

「
そ
の
行
動 

あ
な
た
の〝
明
日
〟に 

な
り
ま

す
か
」　　
　

大
泉
咲
乃
さ
ん
（
鶴
岡
三
中
）

「
考
え
よ
う 

自
分
の
未
来 

家
族
の
気
持
ち
」

　
　
　
　
　
　

三
浦
駿
介
さ
ん（
鶴
岡
四
中
）

「
だ
れ
に
で
も 

で
き
る
心
の 

バ
リ
ア
フ
リ

ー
」　　
　

五
十
嵐
鼓
太
さ
ん
（
鶴
岡
五
中
）

「
差
し
伸
べ
た 

手
の
ぬ
く
も
り
の 

大
切
さ
」

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
杏
璃
さ
ん（
豊
浦
中
）

「
笑
顔
の
輪 

手
と
手
を
つ
な
ぎ 

広
げ
よ
う
」

　
　
　
　
　
　
　

安
藤
悠
莉
さ
ん（
藤
島
中
）

「
い
じ
め
の
芽 

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に 

つ

み
と
ろ
う
」 　
　

齋
藤
悠
翔
さ
ん
（
羽
黒
中
）

「
伝
え
よ
う 

自
分
の
気
持
ち 『
い
や
だ
よ
！
』

と
」  　
　
　
　

 

鈴
木
み
な
さ
ん
（
櫛
引
中
）

「
つ
な
げ
よ
う 

声
か
け
合
っ
て 

心
の
輪
」

　
　
　
　
　
　
　

山
口
雅
乃
さ
ん（
朝
日
中
）

「『
や
め
よ
う
よ
』 

少
し
の
勇
気
で 

笑は

な顔
が

咲
く
」　　

五
十
嵐
未
知
留
さ
ん
（
温
海
中
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

平成28年４月１日採用予定 

鶴岡市職員採用試験（社会人経験者）
職員募集

■問本所職員課☎内線327
■募集職種・受験資格
▷土木…昭和51年４月２日以降に生まれ、技術士・技術士補ま
　たは１級土木施工管理技士の資格を有し、民間企業の社員ま
　たは公務員として設計業務、施工管理等の経験が５年以上あ
　る方
▷電気…昭和51年４月２日以降に生まれ、電気主任技術者の資
　格を有し、民間企業の社員または公務員として電気設備設計
　業務、施工管理等の経験が５年以上ある方
■試験日時・会場
▷１次試験…12月13日○日 正午（鶴岡市職員研修会館）
▷２次試験…１次試験合格者を対象に、来年１月中旬実施予定
　（市役所本所）
■申込み　11月４日○水 ～20日○金 に申込書を本所職員課へ（11
　月20日までの消印有効）。市HP「電子申請」からも手続き可

試験案内・申込書の交付等について詳しくは市HP

11月スタート　認知症の方等を地域全体で支える仕組み 

認知症初期集中支援チームを設置します
認知症支援

　　　　　　   ■問各地域包括支援センターまたは
長寿介護課高齢者交流センター☎29‐4180へ

　認知症対策で重要なのが早期発見・早期対応です。「認知症
初期集中支援チーム」は、認知症の方やその家族に早期に関わ
り、関係機関と連携することで、誰もが安心して暮らせる環境
づくりに取り組みます。
認知症初期集中支援チームについて
　医療や介護の専門職で構成される同チームが、認知症の方や
認知症の疑いがある方の自宅を訪問し、専門医療機関の受診や
介護サービスについての説明及び利用支援、認知症の状態に応
じた助言等を行います。
◎支援期間　医療・介護サービスによる安定的な支援に移行す
　るまで（おおむね６か月）
◎相談窓口　各地域包括支援センター、長寿介護課高齢者交流
　センター、各地域庁舎市民福祉課
◎対 象　自宅で生活している40歳以上の認知症の方また
　は認知症の疑いがある方で、次のいずれかに該当する方
▷認知症の臨床診断を受けていない　▷継続的な医療サービス
　を受けていない　▷適切な介護サービスに結び付いていない　
▷医療・介護サービスを受けているが、認知症による症状が強
　く、どのように対応してよいか困っている
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
に
つ
い
て

　

我
が
家
で
は
各
家
族
の
寝
室
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
火
の
気
の
な
い
寝
室
に
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
台
所
に
は
ガ
ス
警
報
器
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
火
災
警
報
器
も
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

寝
室
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

煙
等
を
感
知
し
て
、
警
報
ブ
ザ
ー
や

音
声
で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。
住
宅
火
災
の

死
因
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
逃
げ

遅
れ
」
を
防
ぐ
た
め
に
、
全
て
の
住
宅

に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
設
置
場
所　

全
て
の

寝
室
（
２
階
に
寝
室
が

あ
る
場
合
は
階
段
の
上

部
に
も
設
置
が
必
要
）

◎
台
所
へ
の
設
置

　

本
市
に
お
い
て
は
任

意
で
す
が
、
出
火
の
危

QＡ

寝室

台所（設置は任意）

階段の上部（２階に
寝室がある場合）

寝室

110

ファンの笑顔のために

野球解説者、元メジャーリーガー。1991年オリックス・ブ
ルーウェーブに入団。2000年シドニーオリンピック野球日
本代表。2002年から８年間、アメリカのメジャーリーグで
活躍し、２度のワールドチャンピオンに輝く。鶴岡市合併・
市制施行10周年・藤島文化スポーツ事業団設立20周年記念
講演会講師として来鶴。兵庫県出身。

田
た ぐ ち

口 壮
そ う

 さん

講演会の様子（９月13日／藤島地区地域活動センター）

　野球を始めたきっかけは、３歳のときに兄と父が
キャッチボールをしているのを見て、一緒にしてみ
たいと思ったことです。９歳で地元の野球チームに
入団して以来、野球一筋。2012年に現役を引退し
ましたが、その後も野球解説や野球教室など常に野
球に関わっています。来シーズンはオリックス・バ
ファローズの２軍監督を務める予定です。
　メジャーリーグを目指した理由。それは「大きく
変わらなければ得るものはない」と考えたことです。
アメリカでは日本語も通じず全て一人で勝負しなけ
ればならない。不安はありましたが、練習する環境
にも恵まれているので、妻に「こんなはずじゃなか
った」と言わないことを約束し、アメリカに渡りま
した。メジャーリーグでデビューを果たしますが、
英語でのコミュニケーションやアメリカ球界の環境

に慣れず、公式戦出場選手枠から外れ
たり、マイナーリーグに降格したり挫
折を経験しました。心がくじけそうに

なりましたが、自分にこう言い聞かせました。「こ
んなはずです」と。小さなことや細かなことを気に
していたら勝負はできない。マイナスのこともプラ
スに考えることが大事なんですね。英語で話す力が
伸びなかった分、常にアンテナを張り見る力と感じ
る力を養いました。チームの状況を観察して、監督
が何を求めているのかを感じ、自分の準備につなげ
ていく。そうすることで試合でも結果を残せるよう
になり、２度の世界一につながったと思います。
 「何のために野球をしているのか」と問われれば、
私は「ファンを笑顔にするため」と答えます。打っ
て走って土まみれになって、全力で野球をする選手
の姿が、観客一人ひとりの笑顔につながるのではな
いでしょうか。野球に限らずスポーツの魅力は、筋
書きのないドラマが目の前で繰り広げられることで
す。野球解説でも、分かりやすさはもちろんのこと、
野球は楽しいということが一人でも多くの方に伝わ
り、笑顔になってくれればいいなと思っています。
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険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
台
所
へ
の
設

置
を
お
勧
め
し
ま
す
。
実
際
に
、
警
報

ブ
ザ
ー
に
気
付
い
て
コ
ン
ロ
の
火
を
消

し
、
火
災
に
至
ら
な
か
っ
た
等
、
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
で
被
害

拡
大
を
防
い
だ
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ガ
ス
警
報
器
は
火
災
を
感
知

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ガ
ス
警
報

器
と
火
災
警
報
器
を
一
緒
に
設
置
す
る

か
、
火
災
・
ガ
ス
複
合
型
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

火
災
に
い
ち
早
く
気
付
き
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
不
可
欠
で
す
。

消
防
本
部
管
内
（
本
市
・
三
川
町
）
の

６
月
１
日
現
在
の
設
置
率
は
81
％
で
す

が
、
条

※

例
適
合
率
は
61
％
で
あ
り
、
適

切
に
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
が
多
く
あ

り
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭

は
、
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
設
置
し
て
い
る
家
庭
で
は
、
煙

等
を
感
知
す
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

定
期
的
な
清
掃
等
の
手
入
れ
と
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。
電
池
の
交
換
も
忘
れ

ず
に
し
て
く
だ
さ
い
（
電
池
が
切
れ
そ

う
に
な
る
と
、
音
や
光
で
知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
）。
ま
た
、
セ
ン
サ
ー
等
の
寿

命
に
よ
っ
て
、
10
年
を
目
安
に
本
体
の

交
換
が
必
要
で
す
。〈

消
防
本
部
予
防
課
〉

※
条
例
適
合
率
…
市
町
村
の
火
災
予
防

条
例
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
住
宅
部
分
の
全

て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
割
合
。

隔月連載

スクールライフ！
鶴岡市にある10校の高等学校と高等専門学校。
その学校ならではの取り組みや活動を生徒・学生が紹介します。

No.10　定期戦、南高祭／鶴岡南高校

[ 学校概要 ]　○創立…明治21年　
○学科…普通科、理数科　○校是…

「自主」「叡
え い ち

智」「剛健」　○目指す姿
勢…自学自習・文武両道・質実剛健　
○平成24年度に、文部科学省から

「スーパー・サイエンス・ハイスクー
ル」に指定　

　私たちの高校には、年間を通して様々な学校行事が
あります。その中でも「定期戦」と「南高祭」は、生
徒会を中心に企画実施する名物行事です。
　毎年６月、鶴岡南高校と鶴岡工業高校とで行われて
いる定期戦は、野球とサッカーで勝敗を競い合うもの
です。歴史の深い行事でもあり、今年でちょうど60
回目を迎えました。伝統の一戦に臨む選手たちは、学
校の誇りを懸け、日頃の練習の成果を発揮しようと熱
戦を繰り広げます。また、試合に花を添えるのが応援
団を中心に生徒一丸となって行う応援。開会式では応
援団長同士が、応援でも全力を出し切ることを誓い合
う果たし状交換を行い、選手と一緒に気持ちを高めて
いきます。今年は南高がともに勝利しました。私たち
の熱い応援が選手に届いたようで、生徒全員で喜びを
分かち合った忘れられない思い出になりました。

　定期戦が終わるとメインイベントの南高祭の準備が
始まります。出店や出し物の調整をはじめ、チラシ作
りやリハーサルの段取りなど準備期間は楽しいことよ
りも苦しいことが多いですが、成功に向けて生徒全員
が一丸となって取り組みます。今年のテーマは「Go 
Crazy！（夢中になれ！）」。初日は歌や劇を発表し、２
日目は一般に公開して縁日などの出店や野外ステージ
でのダンスやバンドなどの発表をしました。今年も画
廊喫茶やお化け屋敷、地中海風足湯など趣向を凝らし
た企画が多く、楽しめる南高祭になったと思います。
短い準備期間の中で、団結して準備を進めることがで
き、終わった後の達成感もひとしおでした。
　これらの行事を通して、私たち生徒同士の「きずな」
が更に強くなっているような気がします。高校卒業後
も、この経験が生きてくれればいいなと思います。

定期戦（６月16日） 南高祭（７月24日・25日）

■紹介者［写真左から］
生徒会副会長 / 佐藤遼太郎さん

（普通科３年生）
生徒会長 / 濱野海斗さん

（普通科３年生）
生徒会議長 / 門脇和奏さん

（普通科３年生）

「スクールライフ！」は今回が最終回です。ご愛読ありがとうございます。
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催
し

そ
ば
処
「
大
梵
字
」 

新
そ
ば
祭
り

■日
11
月
２
日
○月
～
12
月
６
日
○日
午
前
11
時
～

午
後
４
時　

■内
新
そ
ば
・
ざ
る
３
枚
（
ミ
ニ

天
ぷ
ら
・
漬
物
付
き
）　

■
前
売
り
券　

１
、

５
０
０
円
（
そ
ば
単
品
は
５
０
０
円
） 　

 

■場

・
■
前
売
り
券
取
扱
い　

そ
ば
処
「
大
梵
字
」

☎
53
‐
３
４
１
３
（
団
体
は
要
予
約
）

交
通
事
故
、暴
力
行
為
、犯
罪
の
防
止
に
向
け
て 

安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
大
会

■日
11
月
５
日
○木
午
前
９
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
講
演「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

で
青
少
年
に
起
き
て
い
る
こ
と
」
那
須
和
明

氏
（
山
形
県
警
察
本
部
少
年
課
長
）　

■問
本

所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
新
そ
ば
ま
つ
り

■日
11
月
７
日
○土
・
８
日
○日
午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時　

■
前
売
り
券　

大
人
…
１
、
２

０
０
円　

子
供
…
６
０
０
円
（
当
日
券
は
１

０
０
円
増
し
）　

■場
・
■
前
売
り
券
取
扱
い　

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

県
総
合
美
術
展
覧
会
鶴
岡
巡
回
展
・ 

県
こ
ど
も
絵
画
展
覧
会

■日
11
月
11
日
○水
～
16
日
○月
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
６
時
ま

で
。
10
日
○火
・
17
日
○火

は
臨
時
休
館
）　

■費
大

人
…
４
０
０
円　

高
校

生
・
大
学
生
…
２
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
無

料　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐

０
２
６
０

庄
内
水
田
農
業
推
進
機
構 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

大
区
画
圃
場
に
お
け
る 

お
い
し
い
米
の
安
定
確
収
技
術

■日
11
月
11
日
○水
午
後
３
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■師
高
橋
順
二
氏
（
秋
田
県
立
大

学
生
物
資
源
科
学
部
教
授
）、星
野
康
氏
（
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
㈱
技
術
開
発
本
部
）、藤
井
弘

志
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）　

■申
本
所
農
政

課
☎
内
線
５
７
８

東
北
振
興
研
修
所
教
養
セ
ミ
ナ
ー

■日
11
月
13
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■内
講
演

「
古
代
庄
内
の
神
々
～
北
向
き
神
・
大
物
忌

神
・
月
山
神
・
産
鉄
族
神
～
」
春
山
進
氏
（
庄

内
民
俗
学
会
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■場
・

■申
11
月
10
日
○火
ま
で
同
研
修
所
☎
62
‐
２
０

８
２
へ科

学
ま
つ
り
in
鶴
岡

■日
11
月
15
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
マ
リ
カ　

■内
ス
ラ
イ
ム
実
験
、
ク
ラ
ゲ
観

察
会
、
鶴
岡
高
専
・
山
形
大
学
・
サ
イ
エ
ン

ス
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
実
験
、
展
示　

■問
山
形

大
学
サ
イ
タ
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
２

８
‐
４
５
１
７

庄
内
の
食
が
勢
ぞ
ろ
い　
　
　
　
　

食
の
都
庄
内
フ
ェ
ア

■日
11
月
15
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル（
三
川
町
）　

■内「
食
の
都
庄
内
」
親
善
大
使
振
る
舞
い
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
、
加
工
食
品
等
の
試
食

販
売　

■問
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
企
画
課

内
「『
食
の
都
庄
内
』
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議
」

☎
66
‐
５
４
９
０

鶴
岡
南
高
校
山
添
校 

オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
一
日
高
校
体
験

▼
オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク　

■日
11
月
16
日
○月
～

20
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■内
授
業
等

の
学
校
生
活
を
一
般
公
開　

▼
一
日
高
校
体
験　

■日
11
月
21
日
○土
午
前
９

時　

■内
学
校
説
明
、
校
舎
見
学
、「
ベ
ー
シ

ッ
ク
」「
地
域
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」「
芸
術
探

求
」
授
業
体
験　

■対
中
学
２
年
・
３
年
生
と

そ
の
保
護
者
、
中
学
校
教
員

▼
共
通　

■場
・
■申
同
校
☎
57
‐
２
１
０
０　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
11
月
16
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
櫛
引
公

民
館　

■内
講
演
「
林
業
の
こ
れ
か
ら
」、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
森
林
資
源
を
活

用
し
た
地
域
創
生
」　

■問
鶴
岡
バ
イ
オ
マ
ス

協
議
会
☎
78
‐
７
２
５
２
ま
た
は
本
所
農
山

漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７
へ

生
活
文
化
創
造
都
市
推
進
事
業「
鶴
岡
地
域
会
議
」 

シ
ル
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
11
月
18
日
○水
午
後
３
時　

■場
マ
リ
カ　

■内

講
演
「
富
岡
製
糸
場
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と

ま
ち
づ
く
り
」
今
井
幹
夫
氏
（
富
岡
製
糸
場

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
世
界
に
誇
る
地
域
資
源

〝
鶴
岡
シ
ル
ク
〟
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

■申
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
５

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
祭

■日
11
月
21
日
○土　

■時
・
■内
午
前
９
時
10
分
～

11
時
35
分
…
学
年
劇
・
合
唱　

午
後
１
時
～

２
時
35
分
…
職
業
科
バ
ザ
ー　

■持
内
履
き　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１

中
川
代
得
参
ク
ラ
ブ 

赤
カ
ブ
収
穫
と
漬
物
づ
く
り
体
験

■日
11
月
22
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
月
山
高

原
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
30
人　

■費
２
、

３
０
０
円
（
赤
か
ぶ
12
㎏
分
）　

■持
漬
物
た

る
等　

■申
同
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他
お
土
産
用
赤
か

ぶ
の
販
売
も
あ
り
。
運
搬
時
の
車
の
汚
れ
対

策
が
必
要
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温
海
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
公
開
講
演
会 

「
家
族
の
介
護
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
」

■日
11
月
22
日
○日
午
前
10
時　

■師
大
類
ト
ミ
コ

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
き
や
な
ぎ
）　

■場
・
■問

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
４
４
１
１

青
島
広
志
先
生
の
楽
し
い
音
楽
会 

た
ま
に
は
歌
を
う
た
っ
て
み
ま
せ
ん
か

■日
11
月
22
日
○日
午
後
２
時　

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■師
青
島
広
志
氏
（
ピ
ア

ノ
）、
小
野
勉
氏
（
歌
）　

■
前
売
り
券　

大

人
…
１
、
５
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
１
、

２
０
０
円　

ペ
ア
…
２
、
５
０
０
円　

■問
・

■
前
売
り
券
取
扱
い　

荘
内
音
楽
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
１
３
７
０　

■他
当
日
券
は
要
問
合
せ

黒
川
能
を
鑑
賞
し
な
が
ら 

農
家
民
宿
に
宿
泊
し
て
み
ま
せ
ん
か

■日
11
月
23
日
○月
午
前
10
時
～
24
日
○火
午
前
10

時
（
１
泊
２
日
）　

■場
春
日
神
社
、王
祇
会
館
、

農
家
民
宿
（
黒
川
能
の
里
の
会
）
等　

■定
先

着
15
人　

■内
春
日
神
社
新
嘗
祭
（
黒
川
能

鑑
賞
）、
観
光
ガ
イ
ド
に
よ
る
歴
史
案
内
等　

■費
１
万
３
、
０
０
０
円
（
春
日
神
社
寄
進
料
、

宿
泊
料
〈
３
食
付
き
〉
等
）　

■申
11
月
12
日

○木
ま
で
櫛
引
観
光
協
会
☎
57
‐
２
１
１
５
ま

た
は
王
祇
会
館
☎
57
‐
５
３
１
０
へ

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎
奉
納
上
演

■日
11
月
23
日
○月
正
午　

■内
山
戸
能
…

座
揃
囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
羽

衣　

山
五
十
川
歌
舞
伎
…
絵
本
太
閤

記
十
段
目
「
尼
崎
の
場
」　

■場
・
■問
山

五
十
川
公
民
館
☎
45
‐
２
９
４
９

児
童
読
書
感
想
画
展

■日
11
月
26
日
○木
～
29
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
29
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
図
書
館
本
館
☎

25
‐
２
５
２
５

犯
罪
被
害
者
支
援　
　
　
　

県
民
の
つ
ど
い
２
０
１
５

■日
11
月
26
日
○木
午
後
１
時　

■場
山
形
ビ
ッ
グ

ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
殺
人
被
害
者
遺

族
の
会
（
宙
の
会
）
の
講
演　

■問
や
ま
が
た

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
４

２
‐
３
５
７
１
ま
た
は
本
所
防
災
安
全
課
☎

内
線
１
８
５
へ

地
元
の
グ
ル
ー
プ
・
高
校
生
等
が
出
演 

え
が
お
コ
ン
サ
ー
ト

■日
11
月
26
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■
出
演　

コ
ー
ラ
ス
・
フ
ル
ー
ル
、

コ
ー
ル
・
ア
ミ
、
コ
ー
ロ
・
Ｆ
、
混
声
合
唱

団
コ
ス
モ
ス
、
髙
橋
佑
輔
氏
、
羽
黒
高
校
吹

奏
楽
部
・
合
唱
部
、
庄
内
総
合
高
校
音
楽
部
、

鶴
岡
高
等
養
護
学
校
合
唱
団　

■費
３
０
０
円　

■問
鶴
岡
高
等
養
護
学
校
（
齋
藤
）
☎
22
‐
０

５
８
１鶴

岡
高
専 

学
校
説
明
会

■日
11
月
28
日
○土
午
前
10
時　

■対
中
学
生
と
そ

の
保
護
者　

■場
・
■問
同
校
☎
25
‐
９
０
２
５

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
in
庄
内

■日
11
月
29
日
○日
午
前
10
時　

■場
い
ろ
り
火
の

里
な
の
花
ホ
ー
ル　

■内
庄
内
在
住
外
国
出
身

者
の
日
本
で
感
じ
た
こ
と
等
の
発
表　

■問
出

羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０

お
し
ゃ
べ
り
な
畑
公
開
講
座

■日
12
月
１
日
○火
午
後
３
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■師
高
井
瑞
枝
氏
（
ト
ー

タ
ル
・
フ
ー
ド
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■問
山
大
農
学
部
☎
28
‐
２
８
０
３

作
業
製
品
等
の
販
売
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー　
　
　

鶴
岡
養
護
学
校
わ
く
わ
く
バ
ザ
ー

■日
12
月
５
日
○土
午
前
10
時
～
11
時　

■場
・
■問

同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
12
月
の
予
定
〉

■日
12
月
６
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民

館　

■内
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

■費
８

０
０
円
（
学
生
無
料
）　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛

引
庁
舎
）
内
「
芸
術
文
化
協
会
」事
務
局
☎

57
‐
４
８
６
７

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
11
月
７
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
東
洋
医
学
に
つ
い
て
」
田
中
栄
一

氏
（
協
立
大
山
診
療
所
長
）、「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
季
節
で
す
」
若
松
由
紀
子
（
同
院
感

染
管
理
認
定
看
護
師
）　

■申
同
院
地
域
医
療

連
携
室
内
「
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

鶴
岡
・
三
川
」
☎
26
‐
５
１
８
０

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
11
月
８
日
○日
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥
ふ
る
）　

■内
講
演
「
認

知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
」、
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
仕
方
の
ア
ド
バ
イ
ス　

■申
11
月
５
日
○木

ま
で
長
寿
介
護
課
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
健
康
課
（
に
こ
♥
ふ

る
）
☎
内
線
３
６
４
へ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
11
月
12
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
☎
内
線
３

７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資

格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除
で
す
が
別

途
手
続
き
が
必
要

「
庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
保
有
者
）
家
族
会
」
集
い

■日
11
月
15
日
○日
午
前
10
時　

■内
懇
談
、医
師
・

装
具
メ
ー
カ
ー
・
行
政
等
の
説
明　

■費
３
０

０
円　

■場
・
■申
11
月
10
日
○火
ま
で
日
本
海
総

合
病
院
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
２
０
０
１
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
11
月
16
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

11
月
６
日
○金
午
後
７
時
、13
日
○金
午
後
２
時
・

７
時
、17
日
○火
午
後
２
時
、
18
日
○水
午
後
７

時
、
25
日
○水
午
後
７
時
、
26
日
○木
午
後
２
時
、

12
月
１
日
○火
午
後
２
時
、
４
日
○金
午
後
７
時
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（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会　

■日
11
月

20
日
○金
、
12
月
２
日
○水
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

11
月
12
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
11
月
６
日
○金
午
後
７
時
、
10
日

○火
午
後
２
時
30
分
、
20
日
○金
午
後
７
時
、
24

日
○火
午
後
２
時
30
分

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

人
工
内
耳
説
明
会

■日
11
月
15
日
○日
午
後
２
時　

■場
山
形
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー　

■内
人
工
内
耳
と
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て
の
講
演
・
体
験
発
表　

■問
山
形
県

中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会　

０
２
３
７
‐

85
‐
７
８
１
２　

■他
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳

あ
りく

し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

自
分
の
ロ
コ
モ
度
を
調
べ
て
予
防
し
よ
う

■日
11
月
17
日
○火
午
前
10
時　

■場
高
齢
者
活
動

セ
ン
タ
ー　

■内
立
ち
上
が
り
・
２
ス
テ
ッ
プ

テ
ス
ト
、
ロ
コ
モ
25
、
花
の
山
形
し
ゃ
ん
し

ゃ
ん
体
操
等　

■費
３
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
57
‐
４
３
１
１

こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
11
月
18
日
○水
午
後
２
時　

■場
霞
城
セ
ン
ト

ラ
ル
（
山
形
市
）　

■内
講
演
「
こ
こ
ろ
の
成

長
と
発
達
障
害
～
レ
ッ
テ
ル
貼
り
で
終
わ
ら

せ
な
い
、
相
互
理
解
と
助
け
合
い
の
ヒ
ン
ト

～
」
野
村
健
介
氏
（
日
本
心
身
障
害
児
協
会

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
）　

■問
佐
藤
病
院
内「
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
事
務
局
☎
０
２
３
８
‐

40
‐
３
１
７
０

ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ　
　
　
　
　

作
戦

▼
ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ　

■日
11

月
19
日
○木
午
前
11
時
30
分
～

午
後
１
時
30
分　

■対
20
代
～

50
代
の
男
性
先
着
25
人　

■内
健
康
づ
く
り
に

役
立
つ
食
べ
方
「
ス
マ
ー
ト
イ
ー
ト
」
の
学

習
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
「
ス
マ
ー
ト

メ
ニ
ュ
ー
」
の
試
食　

■申
11
月
12
日
○木
ま
で

▼
昼
食
体
験
付
き
セ
ミ
ナ
ー　

■日
11
月
26
日

○木
正
午
～
午
後
３
時
30
分　

■定
先
着
45
人

■内
ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ
、
講
演
（
■師
武
林
亨
氏

〈
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
教
授
〉）、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■申
11
月
2
日
○月
～
19

日
○木

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■費
５
０
０
円　

■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
５

慶
應
義
塾
大
学 
か
ら
だ
館
健
康
大
学
特
別
企
画 

「
治
療
に
活
か
そ
う 
患
者
の
チ
カ
ラ
」

■日
11
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内
講
義
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■師
加
藤
眞
三
氏
（
慶

應
義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部
教
授
）　

■申
同

館
☎
29
‐
０
８
０
６

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座 

庄
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
で
支
え
る
緩
和
ケ
ア

■日
11
月
28
日
○土
午
後
２
時　

■場
い
ろ
り
火
の

里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■内
▽
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
の
地
域
の
乳
が

ん
検
診
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」
鈴
木
聡

（
荘
内
病
院
外
科
医
長
）、
五
十
嵐
ち
づ
る
氏

（
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
診
課
）、

竹
内
梨
紗
（
荘
内
病
院
乳
が
ん
看
護
認
定
看

護
師
）、
増
田
富
美
子
（
市
健
康
課
）　

▽
講

演
「
乳
が
ん
が
教
え
て
く
れ
た
私
ら
し
い
生

き
方
」
園
田
マ
イ
コ
氏
（
モ
デ
ル
）　

■申
11

月
25
日
○水
ま
で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
内

「
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三

川
」
☎
26
‐
５
１
８
０
へ

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」 

大
山
下
池
ほ
と
り
ウ
ォ
ー
ク 

白
鳥
に
会
い
に
行
こ
う

■日
11
月
29
日
○日
午
前
６
時
（
送
迎
バ
ス
市
役

所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
大
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
→
下
池
（
白
鳥
観
察
）
→
大

山
公
園
→
上
池
→
同
セ
ン
タ
ー
（
約
６
㎞
）　

■定
90
人　

■費
１
、０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午

前
６
時
30
分
・
同
セ
ン
タ
ー
〉
の
場
合
は
９

０
０
円
）　

■持
お
わ
ん
、
箸
、
コ
ッ
プ
、
双

眼
鏡
等　

■申
11
月
６
日
○金
～
17
日
○火
に
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ

対
象
事
業
。
市
HP

自
閉
症
擬
似
体
験
講
座

■日
11
月
29
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
ゆ
う

あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■定
先
着
50
人　

■師
本
郷
佳
江
氏
（
発
達
支
援
ト
レ
ー
ナ
ー
）　

■申H
appy.Place

（
瀬
尾
）
☎
０
８
０
‐ 

５

２
２
６
‐
０
１
１
５

鶴
岡
卓
球
協
会
・
会
長
杯
争
奪

卓
球
大
会　

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
12
月
６
日
○日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■
チ
ー
ム
構
成　

４
単
１
複
に

よ
る
男
女
別
の
団
体
戦　

■申
同
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

■他
HP

庄
内
ス
ケ
ー
ト
協
会 

ス
ケ
ー
ト
教
室

■日
12
月
13
日
～
来
年
２
月
28
日
の
毎
週
日
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場

コ
ー
ス

対
象
・
定
員

会
費（
月
額
）

上
級

Ｂ
級
以
上
・
10
人

６
、０
０
０
円

中
級

Ｃ
級
・
10
人

５
、０
０
０
円

基
本

小
学
生
～
大
人
・
30
人
４
、０
０
０
円

親
子

小
学
生
以
上
の
子
供
と

そ
の
親
・
10
組

２
人
で

４
、０
０
０
円

■申
12
月
６
日
○日
午
後
２
時
～
４
時
に
小
真
木

原
総
合
体
育
館
へ　

■問
同
協
会

　
　
　
　
　

   　

■他
別
途
入
会
金
（
各
コ
ー

ス
３
、
０
０
０
円
。
家
族
２
人
で
受
講
す
る

場
合
は
１
人
分
免
除
）
と
貸
し
靴
代
が
必
要

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

▼
初
診
は
予
約
が
必
要
で
す　

■
受
付　

月

曜
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

▼
体
育
館
の
一
般
開
放　

■時
午
後
６
時
～
９

時（
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
は
午
前
９
時
か
ら
）

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
８
１
０
０　

■他
HP子

育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
11
月
12
日
○木

午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
で
平
成
27
年
６
月

・
７
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
、

FAX



19 広報つるおか　2015 . 11 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
赤
ち
ゃ
ん

と
の
触
れ
合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ

ス
タ
オ
ル　

■申
11
月
９
日
○月
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
11
月
24
日
○火
午
前

10
時　

■対
市
内
在
住
で
平
成
26
年
11
月
～
27

年
５
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
お
も
ち
ゃ
作
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合

い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
11
月
18
日
○水

ま
で

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会

員
交
流
会　

■日
11
月
30
日
○月
午
前
10
時　

■対

同
会
員
、
妊
娠
・
子
育
て
中
の
家
族
、
子
育

て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方　

■内
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
等

▼
子
育
て
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う　

■日
12
月
3

日
○木
午
前
10
時　

■対
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方

先
着
20
人　

■内
座
談
会
（「
お
ふ
ろ
、
歯
磨

き
ど
う
し
て
る
？
」
と
「
子
育
て
マ
マ
の
セ

ル
フ
ケ
ア
」の
ど
ち
ら
か
の
テ
ー
マ
に
参
加
）　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
25
‐
２
７

４
１ま

ん
ま
ル
ー
ム 

11
月
の
講
座

■日
11
月
13
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■内「
ほ
め

方
、
し
か
り
方
」
貴
船
保
育
園
長　

■場
・
■問

同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■日
11
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■内
講
演
「
思
春
期
の
こ
こ
ろ
と

性
～
今　

何
を
ど
う
伝
え
る
か　

思
春
期

の
子
を
持
つ
親
た
ち
へ
～
」
岩
室
紳
也
氏

（
泌
尿
器
科
医
）　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
３　

■他
託
児
あ
り
（
先
着
10
人
）

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
ま
つ
り　

■日
11
月
15
日
○日

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、午
後
２
時
～
４
時　

■場
同
館　

■内
午
前
…
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

（
魚
釣
り
、
カ
ー
リ
ン
グ
等
）、
折
り
紙
コ
ー

ナ
ー
、
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
プ
チ
（
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
て
他
の
玩
具
と
交
換
。
不
使
用
の

玩
具
や
絵
本
を
募
集
）　

午
後
２
時
…
な
ん

で
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
■申
11
月
７
日
○土
ま

で
）　

３
時
…
腕
相
撲
大
会

▼
子
育
て
勉
強
会　

■日
11
月
19
日
○木
午
前
10

時　

■場
同
館　

■対
子
育
て
中
の
方
、
近
い
将

来
子
育
て
に
携
わ
る
方
、
保
育
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
る
方
等　

■内「
子
ど
も
を
育
む
家

庭
の
大
切
さ
」
宮
河
和
子
氏
（
元
小
学
校
長
）　

■申
11
月
17
日
○火
ま
で

▼
集
え
将
棋
好
き
！
名
人
に
学
ぼ
う
会　

■日

11
月
28
日
○土
（
練
習
）・
29
日
○日
（
大
会
）

午
後
２
時　

■場
同
館　

■対
幼
児
・
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
20
人　

■申
11
月
16
日
○月
か
ら

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
か
た
ぐ
る

ま
で
パ
ン
を
つ
く
ろ
う
」　

■日
12
月
６
日
○日

午
後
１
時　

■場
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る

ま　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
32
人

■内
か
た
ぐ
る
ま
利
用
者
と
一
緒
に
パ
ン
と
ク

ッ
キ
ー
を
作
る　

■費
１
人
３
０
０
円　

■申
11

月
７
日
○土
～
22
日
○日

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

妊
娠
し
た
ら
…
パ
パ
マ
マ
教
室

■日
11
月
17
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
（
赤

ち
ゃ
ん
の
心
音
を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
お
風
呂
入
れ
）、
妊
娠

中
か
ら
の
心
掛
け
（
夫
婦
の
協
力
と
役
割
分

担
、
母
乳
、
喫
煙
が
子
供
に
与
え
る
影
響
、

産
婦
人
科
の
先
生
に
聞
い
て
み
よ
う
）　

■持

母
子
健
康
手
帳　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

小
学
生
集
ま
れ
！
 

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

■日
11
月
21
日
○土
午
後
２
時　

■内
小
学
生
の
部
、

大
人
の
部　

■師
腕
相
撲
チ
ー
ム
「
魁
拿
道
」　

■場
・
■申
11
月
４
日
○水
か
ら
南
部
児
童
館
☎

64
‐
１
９
０
０
へ

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
11
月
27
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
26
年
12
月
～
27
年
２
月
生
ま

れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離

乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養

士
に
よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
大
人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
甘
く
な

い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お

出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
11
月
20
日
○金
ま
で

健
康
課
☎
内
線
３
７
６
へ

平
成
27
年
度
や
ま
が
た
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業 

親
子
ツ
ア
ー
「
羽
黒
山
中
興
の
祖 

天
宥
別
当
を
知
る
」

■日
11
月
28
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
羽

黒
庁
舎
集
合
）　

■場
岩
根
沢
三
山
神
社
（
西

川
町
）、
手
向
地
区
宿
坊
街
、
羽
黒
山
周
辺　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
人　

■費
１
、

０
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
同
庁
舎
総
務
企

画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
羽
黒
グ
ル
ー

プ
」
事
務
局
☎
内
線
２
２
６

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
ク
リ
ス
マ
ス
公
開（
子
供
向
け
） 

『
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
ほ
し
さ
ま
』

■日
12
月
６
日
○日
・
12
日
○土
午
前
10
時
・
11
時
、

午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■定
各
回
先
着
78
人　

■内
冬
の
星
空
解
説
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん

だ
歌
や
話
等　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高
校

生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・
■問
中
央
公
民
館

☎
25
‐
１
０
５
０

幼
児
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
12
月
20
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■
出
演　

湯
田
川
・
田
川
・
民
田
・
栄
・

常
念
寺
保
育
園
児
、
各
園
職
員　

■
入
場
整

理
券　

指
定
席
…
３
５
０
円　

自
由
席
…
２

５
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■申
常
念
寺

保
育
園
☎
24
‐
９
０
５
５

施
設
の
催
し
等

致
道
博
物
館

▼「
砂
の
会
」作
品
展　

■日
11
月
１
日
○日
～
４

日
○水

▼
樋
渡
理
志
洋
画
展　

■日
11
月
７
日
○土
～
13

日
○金

▼
土
曜
講
座
「
甦
る
文
化
財
～
旧
鶴
岡
警
察

署
庁
舎
保
存
修
理
の
現
場
か
ら
～
」　

■日
11

月
７
日
○土
午
後
２
時　

■師
梅
津
秀
基
氏
（
文

化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
）　

▼
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
近
現
代
の
絵
画

と
書
」　

■日
11
月
15
日
○日
～
12
月
26
日
○土

▼
寒
蘭
展　

■日
11
月
16
日
○月
～
23
日
○月
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▼
共
通　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３

８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円
（
常
設

展
示
・
庭
園
の
観
覧
も
含
む
）　

■場
・
■問
致

道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
11
月
７
日
○土
、

12
月
５
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持

デ
ジ
カ
メ　

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
紅
葉
を
さ
が
し
て
」

（
５
㎞
）　

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時
（
い
で

は
文
化
記
念
館
集
合
）　

■場
羽
黒
山
麓
の
林　

■師
阿
部
安
夫
氏（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
）　

■申
11
月
９
日
○月
ま
で

▼
新
蕎
麦
を
楽
し
む
会　

■日
11
月
21
日
○土
午

前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■場
創
造
の
森
交

流
館　

■定
先
着
20
人　

■内
地
元
産
そ
ば
粉
を

使
っ
た
二
八
そ
ば
作
り　

■費
５
０
０
円　

■持

エ
プ
ロ
ン

▼
村
芝
居
が
や
っ
て
く
る
「
夢
一
座
」　

■日

11
月
29
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時　

■場
同
館　

■定
先
着
30
人　

■費
５
０
０
円
（
昼

食
代
）　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

東
田
川
文
化
記
念
館

▼
庄
内
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展　

■日
11
月
11

日
○水
～
22
日
○日

▼
鈴
木
隆　

凧
展　

■日
11
月
25
日
○水
～
12
月

６
日
○日　

■内
１
・
３
畳
の
大
凧た
こ

約
40
枚
展
示

▼
寺
子
屋
花
キ
ッ
ズ
フ
ラ
ワ
ー
レ
ッ
ス
ン
盆

栽
づ
く
り　
■日
11
月
28
日
○土
午
後
１
時
30

分　

■対
小
学
生
25
人　

■師
畠
山
秀
樹
氏
（
ロ

ー
タ
ス
ガ
ー
デ
ン
酒
田
）　

■費
２
、
５
０
０

円　▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
初
冬
の
里
山
を
歩
く　

■日
11
月
15
日
○日
午

前
８
時
～
午
後
３
時
（
小
真
木
原
公
園
中
央

駐
車
場
集
合
）　

■場
油
戸
→
荒
倉
神
社
→
由

良　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０

円　

子
供
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
11

月
12
日
○木
ま
で

▼「
ぶ
ら
っ
と
」観
察
会　

■日
11
月
22
日
○日
午

前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）　

■定
先

着
20
人　

■内
大
山
上
池
・
下
池
で
の
野
鳥
観

察　

■費
２
０
０
円（
子
供
無
料
）　

■持
携
帯
食
、

双
眼
鏡（
貸
出
し
可
）　

■申
11
月
19
日
○木
ま
で

▼
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
を
作
ろ
う　

■日

11
月
29
日
○日
午
前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着
10
人　

■内
ア
ケ
ビ
・
山
ブ
ド
ウ
の
つ

る
を
使
っ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
作
り　

■費
７
０
０
円（
子
供
無
料
）　

■持
つ
る
を
切
る

は
さ
み　

■申
11
月
26
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ま
っ
た
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
来
館
10
万
人
突

破
記
念
～
写
真
で
み
る
ほ
と
り
あ
の
歩
み

～
」　

■日
11
月
９
日
○月
ま
で

▼
企
画
展
示
「
大
山
上
池
・
下
池
に
や
っ
て

く
る
渡
り
鳥
た
ち
」　

■日
11
月
30
日
○月
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
食
文
化
創
造
都
市
で

考
え
る
食
の
伝
統
と
創
造
～
里
地
里
山
を
ど

う
活
か
す
か
～
」　

■日
12
月
４
日
○金
午
後
７

時　

■定
30
人　

■師
平
智
氏
（
山
大
農
学
部
教

授
）　

■費
５
０
０
円　

■持
カ
ッ
プ　

■申
12
月

２
日
○水
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り

を
つ
く
ろ
う　

■日
12
月
６
日
○日
午
後
１
時
～

３
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
絵
て
が
み　

■日
11
月
４
日
○水
・
11
日
○水
午

前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
11
月
５
日
○木
・
19
日
○木
・

26
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
楽
焼　

■日
11
月
10
日
○火
～
12
日
○木
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時

▼
将
棋
大
会　

■日
12
月
２
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円　

■申
11
月
25
日
○水
ま
で

▼
囲
碁
大
会　

■日
12
月
９
日
○水
午
前
９
時

■費
７
０
０
円　

■申
12
月
２
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６講

座
・
講
習
会

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
庄
内
女
性
創
業
ス
ク
ー
ル　

■日
11
月
４
日

○水
～
12
月
９
日
○水
（
全
８
回
）　

■定
30
人　

■内
創
業
に
必
要
な
基
本
的
知
識
の
習
得
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
支
援　

■費
１
万
８
０
０

円▼
産
業
人
材
育
成
事
業
「
機
械
保
全
」
技
能

検
定
準
備
講
座　

■日
11
月
６
日
○金
・
７
日
○土
、

12
月
19
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
（
全
３
回
）　

■定
25
人　

■費
８
、
０
０
０

円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

「
食
の
都
庄
内
」親
善
大
使
に
学
ぶ
和
食
の
家
庭
料
理 

〝
地
産
地
消
〟
料
理
教
室

■日
11
月
26
日
○木
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

■場
四
季
の
里
「
楽
々
」　

■定
先
着
12
人　

■師

土
岐
正
富
氏
（「
食
の
都
庄
内
」
親
善
大
使
）　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
11
月
９
日
○月
～
13
日

○金
に
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８

６
０
へ中

央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

▼
つ
る
お
か
お
う
ち
御
膳
料
理
教
室　

■日
11

月
26
日
○木
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
羽
黒
地
域
会
員　

■費
１
、
２
０

０
円　

■申
11
月
５
日
○木
～
18
日
○水

▼〝
一
筆
箋
〟
活
用
術
！
手
書
き
の
一
言
に

心
を
添
え
て　

■日
11
月
27
日
○金
午
前
10
時
、

午
後
７
時　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
各
回
先
着
20
人　

■師

五
十
嵐
圭
香
氏
（
一
先
会
）　

■費
５
０
０
円　
　

■申
11
月
５
日
○木
～
20
日
○金

▼
男
性
料
理
教
室
「
旬
の
魚
料
理
」
～
其
の

一
い
な
だ
～　

■日
12
月
１
日
○火
午
前
10
時
30

分
～
午
後
１
時　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内

町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
男
性
の
方
先
着
16

人　

■師
阿
部
幸
雄
氏（
庄
内
浜
文
化
伝
道
師
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
11
月
５
日
○木
～
20
日

○金▼
手
作
り
〈
し
め
縄
飾
り
〉
で
新
年
を
迎

え
よ
う
！　

■日
12
月
４
日
○金
午
後
１
時
30

分　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
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た
は
勤
務
の
方
先
着
15
人　

■師
長
堀
み
さ
子

氏
（
う
さ
ぎ
の
尾
っ
ぽ
）　

■費
２
、
５
０
０

円　

■申
11
月
５
日
○木
～
20
日
○金

▼
米
粉
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ　

■日
12

月
18
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■対
市
内
、
三
川

町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着

12
人　

■師
菅
原
久
美
氏
（
お
や
つ
工
房
み
る

く
ぱ
ん
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■申
11
月
５

日
○木
～
27
日
○金

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３

４
０鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
か
ん
た
ん
！
て
ん
刻
消
し
ゴ
ム
で
年
賀
状

を
か
ざ
ろ
う　

■日
11
月
26
日
○木
、
12
月
３
日

○木
午
後
２
時
（
全
２
回
）　

■師
柏
倉
良
次
氏

（
鶴
岡
篆
刻
・
刻
字
研
究
会
鶴
翠
会
）　

■費
２
、

０
０
０
円　

■持
三
角
刀　

■申
11
月
４
日
○水
～

19
日
○木

▼
猫
の
た
め
の　

あ
け
び
の
蔓
で
ケ
リ
ケ
リ

お
も
ち
ゃ
～
大
好
き
な
ま
た
た
び
と
魚　

■日

12
月
10
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■師
齋
藤
か
お

る
氏
（
ア
ト
リ
エ
か
お
る
）　

■費
３
、
０
０

０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
せ
ん
定
は

さ
み
等　

■申
11
月
４
日
○水
～
12
月
３
日
○木

▼
共
通　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通

学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
参
加
者
募
集

▼
お
い
し
い
・
か
ん
た
ん
・
ワ
ン
タ
ン
教
室　

■日
11
月
28
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■場

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■定
20
人　

■費

８
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
等　

■申
11
月
24
日

○火
ま
で　
　

▼
子
ど
も
と
親
の
遊
学
塾
Ⅰ　

■日
12
月
19
日

○土
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■対
５
歳
以
上
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
15
組

■内
豊
か
な
表
現
力
や
資
源
（
環
境
）
の
大
切

さ
を
学
ぶ
エ
コ
ア
ー
ト
広
場　

■費
１
組
３
０

０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み
等　

■申
12
月

15
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１

３
１商

品
管
理
・
販
売
補
助
を
学
ぶ　
　
　
　

55
歳
か
ら
の
就
活
を
応
援
す
る
技
能
講
習（
８
日
間
）

■日
12
月
１
日
○火
～
10
日
○木　

■場
鶴
岡
市
内

■対
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
カ

ー
ド
を
お
持
ち
の
方
10
人　

■申
11
月
17
日
○火

ま
で
山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
☎
０
２
３
‐
６
２
６
‐
３
５
６
６
へ

甲
種
・
乙
種 
消
防
設
備
士
試
験

■日
来
年
１
月
16
日
○土　

■場
酒
田
光
陵
高
校

■申
電
子
申
請
…
11
月
27
日
○金
午
前
９
時
～
12

月
６
日
○日
午
後
５
時　

書
面
申
請
…
11
月
30

日
○月
～
12
月
９
日
○水　

■問
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

婚
活

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
11
月
28
日
○土
午
後
２
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥
ふ
る
）　

■対
結
婚
を

希
望
す
る
独
身
の
方
先
着
20
人
（
親
子
や
友

達
同
士
等
の
参
加
も
可
）　

■申
11
月
20
日
○金

ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話

焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
６
へ

ち
ょ
こ
っ
と
婚
活　
　
　
　

ス
イ
ー
ト
ト
ー
ク

■日
11
月
29
日
○日
午
後
３
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
25
歳
～
40

歳
の
独
身
の
男
女
各
20
人　

■費
男
性
…
５
、

０
０
０
円　

女
性
…
１
、
０
０
０
円　

■持
男

性
は
ス
ー
ツ
着
用　

■申
11
月
５
日
○木
か
ら
出

羽
商
工
会
青
年
部
（
佐
藤
）
☎
64
‐
２
１
３

０
へ　

■他
HP

恋
カ
ツ
婚
カ
ツ
支
援
×
商
店
街
活
性
化
!!

庄
内
コ
ン

■日
12
月
13
日
○日
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時〈G
ood Luck C

afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
独
身

の
男
女
各
１
０
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５
０

０
円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は

各
１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP　

■問G
ood Luck C

afe

☎
25
‐
１
９
０
１

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

や
ま
が
た
山　

写
真
・
映
像

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集　

■
テ
ー
マ　

や
ま
が
た
の
山
岳
資
源
の
魅
力

■
募
集
作
品　

平
成
25
年
12
月
以
降
に
撮
影

し
た
県
内
の
山
岳
景
観
、
山
岳
地
の
野
生
動

植
物
、
山
岳
信
仰
・
祭
り
な
ど
の
山
岳
文
化

の
写
真
と
映
像　

■
応
募
規
定　

写
真
…
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
り
ま
た
は
Ａ
４
版
カ

ラ
ー
印
刷
プ
リ
ン
ト
、
画
像
デ
ー
タ
を
保

存
し
た
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ　

映
像
…
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（
３
分
以
内
、
表
現
方
法
は
自
由
）　

■
表
彰

（
副
賞
）　

最
優
秀
賞
（
県
産
品
１
万
円
相

当
）、優
秀
賞
（
県
産
品
５
、０
０
０
円
相
当
）　

■申
11
月
30
日
○月
ま
で
山
形
県
み
ど
り
自
然
課

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
２
０
８
へ　

■他
HP

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
デ
ザ
イ

ン
活
用　

ビ
ジ
ネ
ス
相
談
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
す

る
た
め
の
課
題
や
、
商
品
開
発
・
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
に
必
要
な
デ
ザ
イ
ン
の
活
用
法
等
に

つ
い
て
専
門
家
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
11
日
○水
午
後
２
時
～
４
時　

■
相
談

員　

ヤ
マ
ガ
タ
Ｗ
ｅ
ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
会

員
、
山
形
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

空
き
家
相
談
会

　

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
等
で
お
困

り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■場

勤
労
者
会
館　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

２
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

女
性
の
な
ん
で
も
相
談
所

　

家
族
・
職
場
・
相
続
問
題
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
等
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
17
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１

０
０
３



22

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
20
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
８
人
　
■場
・
■申
11
月
19
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
内
「
田
川
地

区
労
働
者
福
祉
協
議
会
」
☎
22
‐
３
１
４
７

へ
司
法
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

　

遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、
多
重
債
務
等
に

つ
い
て
の
無
料
相
談
会
で
す
。

■日
11
月
27
日
○金
午
後
６
時
～
８
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥
ふ
る
）　

■問

司
法
書
士
会
加
藤
吉
晴
事
務
所
☎
23
‐
２
６

７
４12

月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
老
人
・
子

供
の
虐
待
、
相
続
、
い
じ
め
、
体
罰
、
近
所

ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・
悪
臭
等
の
公
害
、
土
地

の
境
界
問
題
等
に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
温
海
地
域　

■日
12
月
３
日
○木
午
後
１
時
～

４
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
温

海
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
２
２
２

▼
鶴
岡
地
域　

■日
12
月
４
日
○金
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡

支
局
☎
22
‐
１
０
０
３

▼
羽
黒
地
域　

■日
12
月
４
日
○金
午
後
１
時
～

４
時　

■場
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■問
羽

黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
１
６

▼
櫛
引
地
域　

■日
12
月
４
日
○金
午
後
１
時
～

４
時　

■場
櫛
引
公
民
館　

■問

櫛
引
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内

線
２
３
８

▼
朝
日
地
域　

■日
12
月
７
日

○月
午
後
１
時
～
４
時　

■場
す
ま
い
る　

■問
朝

日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
３
２
０

▼
藤
島
地
域　

■日
12
月
10
日
○木
午
後
１
時
～

４
時　

■場
藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
藤

島
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
３
２

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し
ま
す 

家
計
調
査
の
実
施

■
実
施
地
区　

市
内
稲
生
２
丁
目
10
番
・
11

番
・
13
番
・
14
番
・
16
番
～
20
番　

■
調
査

期
間　

準
備
調
査
…
11
月　

本
調
査
…
来
年

１
月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計
企
画
課

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

　

11
月
29
日
○日
に
山
形
テ
ル
サ
（
山
形
市
）

で
開
催
さ
れ
る
同
演
奏
会
の
チ
ケ
ッ
ト
（
20

枚
限
定
）
を
市
内
在
住
の
方
に
差
し
上
げ

ま
す
（
１
人
２
枚
ま
で
）。
希
望
す
る
方
は
、

11
月
24
日
○火
午
前
９
時
に
社
会
教
育
課
（
櫛

引
庁
舎
）
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
同
課
☎
57
‐
４
８
６
７　

２
０
１
６
年
版
「
鶴
岡
市
・
あ
さ
ひ

エ
リ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」

　

テ
ー
マ
は
「
す
こ
し
昔
の
む
ら
語
り
『
季

節
（
せ
づ
）
の
に
ほ
ひ
』」。
懐
か
し
い
日
々

の
写
真
を
、
方
言
で
紹
介
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー

で
す
（
数
量
限
定
）。

■費
１
部
８
２
０
円
（
別
途
送
料
）　

■申
11
月

30
日
○月
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐

３
４
１
１
へ　

■他
12
月
上
旬
発
送
予
定

１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
５
０
０
円
お
得 

共
通
商
品
券「
荘
内
藩
藩
札
」

■
販
売
期
間　

11
月
１
日
○日
～
来
年
２
月
29

日
○月
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）　

■
販
売
数　

限
定
５
、
０
０
０
セ
ッ
ト　

■
販
売
場
所　

鶴
岡
商
工
会
議
所
ほ
か
市
内
21
か
所　

■
使

用
期
間　

来
年
３
月
31
日
○木
ま
で　

■問
同
会

議
所
☎
24
‐
７
７
１
１
ま
た
は
本
所
商
工
課

☎
内
線
５
６
３
へ　

■他
HP

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
27
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催

し
ま
す　

■日
11
月
26
日
○木
・
27
日
○金
午
前
10

時
、
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■対

給
与
事
務
担
当
者　

■内
給
与
支
払
報
告
書
の

記
載
方
法
等　

■他
個
人
事
業
者
の
青
色
決
算

説
明
会
は
別
途
開
催

▼
所
得
税
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）
の
納
期

限
は
11
月
30
日
○月
で
す

　

所
得
税
に
は
、
７
月
と
11
月
に
、
前
年
分

の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
金
額
を
本

年
分
の
所
得
税
と
し
て
分
割
納
付
す
る
「
予

定
納
税
制
度
」
が
あ
り
ま
す
（
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
が
対
象
）。
金
融
機
関
の
預

貯
金
口
座
か
ら
納
め
ら
れ
る
便
利
な
振
替
納

税
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
庁
HP
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
で
の
納
税

証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
便
利
で
す

　

自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
を
し
て
、
納
税
証
明
書
を
税
務
署
窓
口
で

受
け
取
る
場
合
、
書
面
で
請
求
す
る
場
合
と

比
べ
、
短
い
時
間
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、

手
数
料
も
安
く
な
り
ま
す
。

▼
申
告
内
容
の
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す

　

税
務
署
で
は
不
動
産
使
用
料
の
支
払
調
書

等
の
各
種
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
と
と
も

に
、
納
税
者
の
自
発
的
な
適
正
申
告
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
適
正
申

告
の
た
め
、
申
告
内
容
を
見
直
し
、
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
自
主
的
な
修
正
申
告
書

等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
共
通　

■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

11
月
25
日
～
12
月
１
日
は　

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

　

犯
罪
被
害
者
は
、
犯
罪
行
為
に
よ
る
生
命
、

身
体
、
財
産
に
対
す
る
直
接
的
な
被
害
だ
け

で
な
く
心
身
の
不
調
、
精
神
的
苦
痛
、
経
済

的
困
窮
等
「
二
次
被
害
」
に
長
き
に
わ
た
っ

て
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
平
穏
な
生

活
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
周
囲
の
支
え
が

必
要
で
す
。
警
察
で
は
、
被
害
者
の
安
全
確

保
や
精
神
的
打
撃
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
犯

罪
被
害
者
等
の
立
場
に
立
っ
た
各
種
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■問
鶴
岡
警
察
署
警
務
課
☎
28
‐
０
１
１
０

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な

ど
を
見
付
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

け
が
や
衰
弱
し
た
野
生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て

い
て
も
自
然
に
回
復
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
重
症

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
内
線
５
５
９
、
各
地
域
庁
舎
産
業
課
ま

た
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。



　平成21年、山形市を拠点に設立されたやまがたお
もちゃ病院。やまがた診療所に続く形で、私たちは
つるおか診療所を立ち上げ、活動を始めました。も
う定年退職しましたが、メンバーの元の職業は会社
員や公務員など様々です。でも、みんなに共通する
のは、好奇心旺盛な性格とものづくりが好きだとい
うこと。自分自身が楽しみながら活動しています。
　持ち込まれるおもちゃの多くは、作りが複雑です。
電子回路が使われているものだと、壊れた原因を特
定するのも修理するのも、なかなか苦労します。そ
れに、それぞれのおもちゃが異なる壊れ方をする。
ですから、メンバー同士で相談し合いながら修理し

たり、自分が修理した事例について話し情報を共有
したりしています。日々勉強ですが、新しい発見を
できることにやりがいを感じています。
　子供にとっておもちゃは宝物。直ったおもちゃを
受け取ったときの笑顔は最高ですね。やってよかっ
たと心から思います。これからも、子供たちの「直
してほしい」という気持ちにできる限り応えていき
たいです。この活動のおかげで、日常生活において
何か壊れたものがあっても、すぐには捨てず「なん
とか直すことができないか」と思うようになりまし
た。宝物のおもちゃを通して、子供たちにも、もの
を大切にする心を育んでもらえたらうれしいです。　

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

やまがたおもちゃ病院
　　　つるおか診療所（鶴岡）

酒
田
民
俗
芸
能
公
演
会 

民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
タ

■日
11
月
７
日
○土
午
後
０
時
30
分　

■場
希
望
ホ
ー
ル　

■内
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
…
宮
野
浦
日
枝
神
社
大
黒
舞　

出
演
…
福
岡
神
楽
、
根
子
番

楽
、
新
山
延
年
舞
、
横
町
神
代
神
楽
、
大
町
神
楽
、
落
野
目
神
代

神
楽　

■問
酒
田
市
社
会
教
育
課
☎
０
２
３
４
‐
24
‐
２
９
９
４

■他
産
直
野
菜
や
地
域
の
物
産
、
飲
み
物
等
の
販
売
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
せ
ん
会
等
あ
り

三
川
中
吹
奏
楽
部
、町
内
各
小
学
校
、各
種
団
体
に
よ
る
演
奏
、合
唱
な
ど 

町
民
音
楽
会

■日
11
月
８
日
○日
午
後
1
時
10
分　

■場
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー

ル　

■問
三
川
町
公
民
館
☎
66
‐
４
４
０
３

お
も
し
ろ
自
然
塾 

金
俣
の
新
そ
ば
で
、
そ
ば
打
ち
体
験

■日
11
月
21
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定
先
着
20
人　

■費

１
、
５
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器　

■場
・
■申
11
月
18
日
○水
ま
で
し
ら
い
自
然
館
内
「
鳥
海
山
お
も
し
ろ

自
然
塾
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
０
２
３
４
‐
72
‐
２
０
６
９
へ

あ
な
た
が
選
ぶ 

日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
決
勝
大
会

■日
11
月
28
日
○土
午
前
10
時　

■場
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
新
余
目
支
所　

■内
決
勝
に
進
出
し
た
米
の
試
食
、
郷
土
料
理
の
試
食
等　

■問
庄
内

町
農
林
課
内
「
同
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
０
２
３

４
‐
42
‐
０
１
６
９

ものを大切にする心を

　この診療所のメンバーは、山形県
生涯学習センター主催のシニア新社
会参画塾「おもちゃドクター養成講
座」の平成22年度修了者。毎月第
１日曜日（ただし、来年１月は24
日○日 ）午後１時30分～４時に中央
児童館で、子供たちの壊れたおもち
ゃを修理する活動をしています。
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成27年９月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：132,000人
　　 （男：62,913人、女：69,087人）
　世帯数：48,594世帯
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献血　11/4 ～ 12 /3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
11．11○水 ９：30 ～11：00 高島産業㈱庄内工場

〃 13：30 ～15：30 山形日産自動車販売㈱
14○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
21○土 ９：30 ～11：30 にこ♥ふる

〃 13：00 ～15：30           〃
25○水 ９：00 ～11：30 消防本部
27○金 ９：30 ～11：30 市役所藤島庁舎

〃 13：30 ～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所　

今月の各種相談窓口開設日　11/4 ～ 12 /3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ４日○水、12月２日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線303 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ


